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* *

・空き屋化・空き屋化 年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
町
制
施
行
６０
周

年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
地
域
に
お
い

て
７
年
に
一
度
の
御
柱
の

年
で
も
あ
り
、
町
に
と
り

ま
し
て
も
活
況
の
あ
る
年

か
と
思
い
ま
す
。

議
会
に
と
り
ま
し
て
も

本
年
は
改
選
の
年
に
当
た

り
ま
す
の
で
、
秋
の
選
挙

に
向
け
て
多
く
の
方
が
準

備
を
し
て
頂
い
て
立
候
補

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
事
と
思
い
ま
す
。

近
年
政
治
離
れ
が
叫
ば

れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

創
生
が
唱
え
ら
れ
る
な
か

地
方
の
活
性
化
は
急
務
で

あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
き

ま
し
て
も
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
る
な
か
、
い
か
に

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
の
か
、
ま
た
１１
年
後

の
リ
ニ
ア
開
通
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進

め
る
の
か
、
公
共
施
設
の

後
利
用
な
ど
、
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

議
員
と
し
て
町
政
に
多
く

の
方
の
参
加
を
ご
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
松

川
町
の
発
展
と
み
な
さ
ま

方
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。

議長

関 克義

去
年
の
８
月
松
川
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
白
書
）案
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
白
書
は
、
町
の
依
頼
に
よ
り

大
学
の
先
生
が
調
査
・
分
析
を
行
い
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
驚
く
結
果
で
あ
っ
た
。
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
が
３０
年
を
経
過
し
耐
久
年
数
を
迎

え
老
朽
化
し
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
景
気
、
町
の

財
政
状
況
、
少
子
超
高
齢
化
・
人
口
減
の
状
況
の
中
で
全
て
の
対
象
施
設
に
お
い
て
、
建
て
替
え
・
大
規
模
改
修
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。
果
た
し
て
こ
の
施
設
は
必
要
な
の
か
？
建
て
替
え
も
し
く
は
大
規
模
改
修

を
す
べ
き
な
の
か
？
難
し
い
選
択
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が
近
い
の
で
あ
る
。

今
回
の
白
書
は
簡
易
評
価
に
よ
る
も
の
で
、
機
械
的
に
デ
ー
タ
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
指
標
で
あ
り
参
考
程
度
の
も

の
で
は
あ
る
が
、
今
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

町
の
現
状
は

町
が
保
有
す
る
主
な
公

共
施
設
は
９８
施
設
、
１
７

６
棟
。
そ
の
内
建
築
後
３０

年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

施
設
が
６
割
程
度
を
占
め

て
い
ま
す
。
更
新
に
か
か

る
費
用
を
試
算
す
る
と
、

今
後
４０
年
間
で
３
２
９
億

円
、
年
平
均
で
８
億
２
千

万
円
が
必
要
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
平
成
２４
年

度
で
施
設
整
備
に
当
て
ら

れ
た
金
額
は
約
５
億
円
。

年
間
の
予
算
規
模
で
３
億

円
以
上
足
り
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
当
町

の
人
口
予
測
で
は
２５
年
後

に
は
約
２６
％
減
少
し
一
万

人
を
割
り
、
生
産
年
齢
で

は
３３
％
の
減
少
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
予
測
か
ら
、
財
政

状
況
は
よ
り
厳
し
い
状
況

に
陥
る
こ
と
は
免
れ
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

結
論
か
ら
言
う
と
今
後
、

新
設
は
も
ち
ろ
ん
、
保
有

し
て
い
る
全
て
の
公
共
施

設
を
更
新
す
る
こ
と
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
、
人
口

の
割
合
や
需
要
に
応
じ
て

施
設
の
効
率
的
な
運
用
を

目
指
し
、
統
廃
合
な
ど
の

集
約
化
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
内
容
で

し
た
。
廃
止
・
更
新
・
利

用
の
検
討
と
評
価
さ
れ
た

施
設
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

町
の
対
応
は

中央小学校
プール機械室
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ハコモノ
の課題
ハコモノ
の課題 どうする老朽化どうする老朽化

空
き
屋
化
対
策

施
設
整
備
の
方
向
性
は

公
共
施
設
の
評
価
結
果

を
基
に
、
今
後
優
先
的
に

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
対
象
施
設
は
、
で
き
る

だ
け
早
い
整
備
方
針
の
決

定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
用
途
廃
止
」と
評
価
さ

れ
た
多
く
は
公
共
住
宅
で

す
。
居
住
者
も
少
な
く
、

今
後
新
た
な
入
居
者
も
少

な
い
状
況
で
は
や
む
を
得

ま
せ
ん
。

「
更
新
検
討
」と
評
価
さ

れ
た
多
く
は
学
校
施
設
内

の
建
物
で
す
。
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
生

東
リ
ズ
ム
室
や
作
業
室
は

町
全
体
の
施
設
の
活
用
状

況
を
見
な
が
ら
判
断
す
る

事
と
な
り
ま
す
。

「
利
用
検
討
」
と
評
価
さ

れ
た
多
く
は
教
員
住
宅
で

し
た
。
近
年
居
住
者
も
少

な
く
、
全
て
の
教
員
に
準

備
し
な
く
て
も
問
題
な
い

た
め
、
状
況
を
見
な
が
ら

廃
止
の
方
向
で
進
め
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
１５
年
の
目
標
で
あ
る

１５
％
縮
減
を
達
成
す
る
た

め
、
対
象
施
設
に
つ
い
て

は
段
階
的
に
個
別
計
画
の

策
定
に
取
り
か
か
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
年
間
の
内
に
は
松
川

中
学
校
の
給
食
棟
を
、
１０

年
間
ま
で
に
は
特
養
松
川

荘
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
３
施
設
、
１５
年
間

で
は
上
片
桐
診
療
所
な
ど

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

空
き
屋
化
す
る
前
に「
高

齢
者
福
祉
・
生
涯
学
習
・

地
域
活
動
・
子
育
て
支
援

・
公
営
住
宅
」
な
ど
を
総

合
的
に
再
編
し
、
効
率
と

共
に
機
能
の
改
善
を
図
る

こ
と
で
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
方
向
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

ഇഇഇഇഇഇഇഇഇഇഇࢭࢭࢭࢭࢭࢭࢭࢭࢭࢭࢭධධධධධධධධධධධՁՁՁՁՁՁՁՁՁՁՁͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃ
生田診療所 医師住宅

宗源原住宅１（宗源原北）

町営住宅58号（宗源原南）

町営住宅16・17号（中央小西）

町営住宅19・20号（中学校西）

町営住宅23～25号（清北）

松川高原トイレ

台城公園トイレ１～４

城山公園トイレ

上片桐診療所

むらやま公園トイレ

ઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷ౼౼౼౼౼౼౼౼౼౼౼ݕݕݕݕݕݕݕݕݕݕݕ৽৽৽৽৽৽৽৽৽৽৽ߋߋߋߋߋߋߋߋߋߋߋ
中央小学校 倉庫体育館西

中央小学校 倉庫用務員棟南

中央小学校 プール機械室

松川中学校 給食棟

松川中学校 用務員棟

松川中学校 倉庫

地域活動支援センター 作業室

地域活動支援センター 生東リズム室

北小学校 用務員棟

北小学校 給食室棟 渡廊下棟

北小学校 プール機械室

རརརརརརརརརརར༻༻༻༻༻༻༻༻༻༻༻ݕݕݕݕݕݕݕݕݕݕݕ౼౼౼౼౼౼౼౼౼౼౼ͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷͷࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪࢪઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃઃ
消防コミュニティーセンター4-1号車庫

水防資材倉庫1・2号

福与水防倉庫

農村観光交流センター 自動車倉庫

信州まつかわ温泉「清流苑」

教員住宅47～51号（名子原）

教員住宅53～57号（名子原）

教員住宅1～4号（名子原）

教員住宅21・22・35・36（中学校東）

部奈文化伝承センター

役場庁舎倉庫

富士森公園トイレ

松川共同福祉施設

梅松苑 交流棟

梅松苑 トイレ

教員住宅32・34・52号（中山）

峠浄水場

上片桐診療所 医師住宅

教員住宅26・27・44～46号（清北）

新しい施設なのに「廃止評価」されてしまう矛盾も

むらやま公園トイレ

総合管理計画白書より抜粋（H27.8月現在）

生東リズム室
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１２
月
時
点
で
予
算
は
当
初
計
画
に
対
し
８
％
以
上
、

８
・
８
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
納

め
た
税
金
が
有
意
義
に
使
わ
れ
る
た
め
に
は
３
月

当
初
計
画
の
正
確
さ
が
重
要
で
す
。
年
度
中
の
大

幅
補
正
が
慢
性
化
す
れ
ば
当
初
予
算
へ
の
信
頼
性

が
揺
ら
ぎ
ま
す
。

今
さ
ら
消
費
税
？

見
積
も
り
の
精
度
が
問
わ
れ
る

当初予算
に対する
増減比

当初予算に対
する増減額

12月補正後10月補正後9月補正後当初予算

10.9%6億4410万円65億5610万円65億1210万円64億2280万円59億1200万円一 般 会 計

4.5%7240万円16億7757万円16億1245万円16億1245万円16億516万円国民健康保険事業特別会計

4.7%653万円1億4571万円1億3946万円1億3946万円1億3918万円後期高齢者医療特別会計

4.9%6263万円13億4573万円13億2964万円13億2964万円12億8310万円介護保険事業特別会計

1.1%319万円2億9538万円2億9538万円2億9538万円2億9219万円公共下水道事業特別会計

-1.2%△76万円6144万円6220万円6220万円---発 電 事 業 特 別 会 計

1.2%465万円3億9005万円3億9005万円3億9005万円3億8540万円農業集落排水事業特別会計

2.0%1058万円5億3928万円5億2828万円5億2828万円5億2870万円保養宿泊施設事業特別会計

8.6%292万円3671万円3671万円3671万円3379万円青 年 の 家 特 別 会 計

1.5%776万円5億4119万円5億3903万円5億3903万円5億3343万円水 道 事 業 会 計

8.2%8億7619万円115億8914万円114億4530万円113億5600万円107億1295万円合 計

当初に比べ予算がどんどん増えていく。見積もりの精度が問われる↑

※
端
数
処
理
の
た
め
合
計
値
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

質
問

清
流
苑
会
計
、
公

共
下
水
道
会
計
と
も
に
消

費
税
支
出
の
大
幅
補
正
が

あ
る
。
当
初
計
画
に
対
し

利
用
者
が
急
増
し
た
の
か
。

答
弁

消
費
税
率
改
定
の

影
響
を
当
初
予
算
に
十
分

反
映
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
は
見
積
も
り
の
精
度

を
高
め
て
誤
差
を
極
力
少

な
く
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

１０
月
臨
時
会

１２
月
定
例
会

当
初
か
ら

予
見
で
き
た
の
で
は

質
問

障
が
い
者
自
立
支

援
給
付
関
連
に
大
幅
な
増

額
補
正
が
あ
る
。
国
や
県

の
補
助
を
控
除
し
て
も
約

１
３
０
０
万
円
の
増
額
だ
。

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
乗
車
券

予
算
も
急
増
。
当
初
予
算

で
予
見
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答
弁

と
も
に
当
初
計
画

で
は
予
算
に
盛
り
込
む
予

定
だ
っ
た
が
、
査
定
な
ど

の
都
合
で
計
上
し
な
か
っ

た
。
制
度
改
正
も
あ
り
見

積
も
り
額
が
予
想
以
上
に

上
昇
し
た
た
め
、
急
き
ょ

今
回
の
補
正
と
な
っ
た
こ

と
を
了
承
願
う
。

情
報
は
タ
イ
ム
リ
ー
に

質
問

障
が
い
者
支
援
区

分
認
定
に
関
す
る
調
査
委

託
費
が
増
額
さ
れ
て
い
る
。

複
雑
な
制
度
変
更
が
頻
繁

に
行
わ
れ
て
い
る
な
か
、

必
要
と
し
て
い
る
住
民
へ

迅
速
に
情
報
は
伝
わ
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁

調
査
員
が
全
対
象

者
の
区
分
判
定
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
調
査
業
務

は
高
い
専
門
性
が
必
要
で
、

時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

る
。
審
査
会
開
催
の
頻
度

も
影
響
し
て
、
利
用
者
に

時
間
的
な
ロ
ス
が
生
じ
る

場
合
も
あ
る
が
、
で
き
る

だ
け
ス
ム
ー
ス
に
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

利
用
者
へ
の積

極
的
告
知
を

質
問

高
齢
者
に
優
し
い

住
宅
改
善
事
業
費
が
増
え

て
い
る
。
従
来
の
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
に
比
べ
、
制
度

が
複
雑
で
利
用
者
に
わ
か

り
に
く
い
。
近
隣
市
町
村

は
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
発

信
し
て
い
る
が
、
当
町
も

丁
寧
な
説
明
と
情
報
告
知

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
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は
。

答
弁

介
護
保
険
と
の
関

連
が
深
い
の
で
、
相
談
が

あ
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
通
じ
て
情
報
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。
町
独
自
で

十
分
に
情
報
発
信
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

計
画
通
り
に進

ま
な
い
の
は

質
問

太
陽
光
発
電
工
事

費
が
９
７
７
万
円
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
業
者
選
定

が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

予
定
額
に
対
し
１６
％
も
安

い
が
品
質
に
問
題
は
な
い

か
。
ま
た
、
売
電
収
入
減

額
の
要
因
は
。

答
弁

発
電
の
基
礎
工
事

と
シ
ス
テ
ム
全
体
の
提
案

を
求
め
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
を
採
用
し
た
。
パ
ネ

ル
な
ど
の
品
質
は
当
町
の

指
定
通
り
で
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。
審
査
会
の
影

響
な
ど
で
工
事
が
遅
れ
、

発
電
を
開
始
で
き
ず
売
電

収
入
の
減
額
に
至
っ
た
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
＝
業
務
の

委
託
先
や
建
築
物
の
設
計
者
を
選

定
す
る
際
に
、
目
的
物
に
対
す

る
企
画
を
提
案
さ
せ
、
そ
の
中

か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者

を
選
定
す
る
こ
と
。

職
員
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は

質
問

職
員
へ
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
費
用
が
約
４０
％
増
え
て

い
る
。
役
場
の
労
働
環
境

に
問
題
は
な
い
か
。

答
弁

現
在
９
人
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
お

り
、今
後
も
継
続
す
る
。
国

や
県
か
ら
市
町
村
に
移
譲

さ
れ
た
業
務
が
多
く
、
慢

性
的
な
残
業
を
危
惧
し
て

い
る
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
も

十
分
に
実
施
で
き
て
い
な

い
の
で
、
徹
底
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

目
指
す
ゴ
ー
ル
を
明
確
に

質
問

ふ
る
さ
と
納
税
事

務
シ
ス
テ
ム
導
入
２
０
０

万
円
の
費
用
対
効
果
は
。

純
収
益
に
対
す
る
シ
ス
テ

ム
導
入
費
用
は
適
切
な
割

合
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

目
標
値
は
。

答
弁

シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
事
務
負
担
を
軽
減
す

る
。ふ
る
さ
と
納
税
の
申
込

額
は
現
在
３
７
０
０
万
円

ほ
ど
。過
当
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

つ
つ
、松
川
産
物
品
に
よ
る

御
礼
の
方
針
を
堅
守
す
る
。

申
込
額
５
千
万
円
を
将
来

の
目
標
と
し
た
い
。
純
収

益
に
対
す
る
費
用
対
効
果

は
今
後
精
査
す
る
。

体
制
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
！

福
祉
政
策
実
施
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
連
す
る
私
た
ち
の
個

人
情
報
を
、
業
務
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論

個
人
情
報
デ
ー
タ
を
活

用
す
れ
ば
行
政
業
務
の
効

率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。
そ

の
た
め
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
徹
底
す
べ
き
だ
が
、

実
施
・
運
用
す
る
人
的
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
。
運

用
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
を
高
め
、
非
常
時
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
や

訓
練
を
十
分
に
行
っ
て
か

ら
条
例
化
す
べ
き
だ
。

（
加
賀
田
亮
議
員
）

原
子
力
政
策
の
影
響
は

宮
田
村
に
計
画
さ
れ
て

い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処

分
場
建
設
に
反
対
す
る
陳

情
を
採
択
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
県
に
建
設
反
対
の

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

陳
情
賛
成
討
論

下
流
域
で
あ
る
当
町
の

環
境
保
全
を
考
慮
す
れ
ば
、

廃
棄
物
に
対
す
る
懸
念
は

大
き
い
。
安
全
基
準
値
と

は
い
え
原
発
事
故
処
理
に

対
応
す
る
た
め
に
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
値
だ
。
住

民
の
安
全
を
守
る
た
め
に

も
活
発
な
議
論
を
促
す
と

と
も
に
、
県
へ
積
極
的
に

反
対
の
意
思
表
示
を
行
う

べ
き
だ
。（熊

谷
宗
明
議
員
）

陳
情
賛
成
討
論

農
業
者
と
し
て
風
評
被

害
を
懸
念
す
る
。
一
業
者

に
対
す
る
信
頼
性
に
つ
い

て
も
疑
念
が
残
る
。
国
の

政
策
と
し
て
一
定
の
理
解

は
で
き
る
が
、
天
竜
川
と

い
う
重
要
河
川
の
流
域
に

置
く
の
は
下
流
域
も
含
め

問
題
が
大
き
い
。
基
準
値

を
下
回
れ
ば
認
可
さ
れ
る

可
能
性
も
十
分
に
あ
る
な

か
、
住
民
運
動
が
大
き
な

声
と
な
る
よ
う
応
援
し
、

県
に
届
け
た
い
。

（
森
谷
岩
夫
議
員
）

意
見
書
発
議
反
対
討
論

宮
田
村
お
よ
び
周
辺
地

域
の
困
惑
に
対
し
て
は
十

分
理
解
で
き
る
が
、
当
町

に
お
い
て
は
未
だ
詳
し
い

説
明
が
な
い
。
議
会
と
し

て
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
前
に
、
下
流
域
に
与
え

る
影
響
を
も
っ
と
詳
し
く

精
査
す
べ
き
で
は
。

（
黒
澤
哲
郎
議
員
）

※
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‎

調査・研究

中央公民館の改築工事、中央小学校の中庭、

双葉保育園を視察しました。ミニ議会で改良

の提案があった中央小の中庭は、みんなが集

える場所になっていないと感じました。双葉

保育園では壁紙が剝がれるなど、老朽化が進
は

んでいる状況を確認しました。

（水）に総務産業建設常任委員会を開催し、付
委員会ごとに現地調査を実施しました。
を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①マイナンバー制度対応の中間サー
バー関連設備と顔認証システム機
器設置は、今後メンテナンス料や
ソフトの更新など費用の発生があ
るのか。

②各種福祉給付金の見積もり段階で
の精度が粗い、どのような事情が
あったのか、また再発防止の考え
は。

③老人保護措置費の増として２５０万円
が計上されている。その要因と対
策は。

④化学及血清療法研究所の不正製造
が問題になっている。予防費のワ
クチンは正しい物が使用されてい
るのか。また、単価は上がるのか。

⑤国民健康保険会計において、財政
安定化支援事業に一般会計より
１,５００万円繰り入れた経緯は。

①中間サーバーについてはシステムの更新など長期
業務のなかで維持費が発生してくると考えている。
顔認証システムは、よほど壊れない限り大丈夫と
考えている。

②予算を立てる段階での甘さがあった。事業規模が
不確定な事業については補正で対応するといった
手法をとっている。査定の段階で２,０００万円ほど落
とした事業もあった。今後については国県の制度
内容を十分に把握するとともに、対象者数など大
きな変動がない形で進めていく。

③火災に遭われて住む所がなくなった方１人、介護
放棄による保護措置の方３人で、一人月約１５万円
で４カ月分である。虐待の予防対策として①地域
や事業所における啓発活動②事業所からの早期通
報などに努めている。

④厚生労働省もきちんと安全性をチェックしており、
接種しても問題ない。単価についても品不足で今
回上がることはないと確認している。

⑤高額な医療費の発生に伴い、国保安定化計画に基
づいて前年度からの伸びの１／２を繰り入れるルー
ルを準用した。基金がある程度無いと次年度の予
算編成がかなり難しい状況になるとの考えで一般
会計より繰り入れた。

質問・意見౴ห

‎

ࣾ ձ จ ڭ
ৗ೚ҕһձ

6
新公民館の基礎工事は大丈夫か

○「介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情」を審査し委員会では採択とし意見

書の提出を決定しました。
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１２月７日（月）に社会文教常任委員会、９日
託された案件の審議と議員間討議を行い、各
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に審査

‎

①鳥獣対策費の余った原因は、当初
予算通り進めた結果か。

②町谷線補正予算、建物補償費増
1,000万円の内容と、物件補償費
に慰謝料のような部分はあるのか。

③消防防災費の無線修理の状況説明
と今後保険加入などの考えは。

④清流苑に利用収入が1,100万円の増
額補正であるがその状況説明を。

⑤清流苑にＥＶ充電設備※が設置され
たがその利用状況は。
＊ＥＶ充電設備＝電気自動車の充電設備、清
流苑の駐車場に設置されている

①事業実施で、生田・大島において当初見込みより

事業費が減ったため、実施に伴う減として計上を

した。

②当初緊急に国予算３,０００万円が付いたので工事費と

して計上したが、南側の側溝改修と信号機用電柱

２本の設置へ２,０００万円、残り１,０００万円をリンゴ

の棚の張り替え、改修対象の建物などの補償費へ

充当し、次年度の工事が早々に着手できるよう準

備を進める。基本的には慰謝料的な性質を含んだ

補償は行っていない。

③８月の落雷により自動復旧ブレーカー２台が故障

した修理費である。保険などの対応は今後検討し

ていく。

④新たなスタッフも加わり集客方法も改善を加えた

ため、今現在で目標に対し利用料が１２％増近くに

なっている。

⑤南信州における施設数が少ないため、清流苑に

寄って充電をしてその間に温泉利用などがある。

調査・研究

委員会審議終了後、現地視察として、町道

大草線橋梁架け替え工事、町道神護原線改修

工事、町道弥太沢線改修工事の現地視察を行

い担当課からの説明を受けました。工事が順

調に進んでいる事を確認しました。

質問・意見 ౴ห‎

૯຿ݐۀ࢈ઃ
ৗ೚ҕһձ

1日も早い完成が待たれる町道弥太沢線

○「ＴＰＰ交渉に意見書の提出の陳情」を審査し委員会で不採択としました。

○「政務活動費の導入に関する陳情」を審査し委員会では不採択としました。

○「放射性物質含有の廃棄物最終処分場建設反対を求める意見書の採択を求める陳情」を審査して採

択とし意見書の提出を決定しました。



松川町　議会の活動



陳 

情
審 

査



ちの思いちの思い 議会と語る会
実施後報告
議会と語る会
実施後報告



伝え語り合う私た伝え語り合う私た



追跡 !!追跡 !! あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？
一般質問で行政側が「検討する」と答弁したものが、その後どうなっているか追跡しました。

オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）オレンジチーム始動！（認知症初期集中支援チーム）

松川町認知症初期集中支援推進事業松川町認知症初期集中支援推進事業

　　委託（平成２７年９月開所）
下伊那赤十字病院（オレンジチーム）
　　　　　　医師　　１人
　　　　　　看護師　２人
　　　　　　医療ソーシャルワーカー
　　　　　　地域支援推進員

地域包括支援センター 医師 家族や本人

専門医療機関

国の新オレンジプラン（認知症施策推進総合戦略）





1　加賀田亮議員（15ページ）
　・住民力をどう育て、どう生かすか

2　熊谷宗明議員（16ページ）
　・TPP大筋合意の影響と対策
　・活力と循環による経済の創出について

3　坂本勇治議員（17ページ）
　・外貨を稼ぐ政策は
　・ペーパーレス議会を目指して

4　森谷岩夫議員（18ページ）
　・教育施策を推進するための保護者

アンケートより
　・信州型コミュニティースクールに

ついて

5　橋本喜治議員（19ページ）
　・生活困窮者の自立支援について
　・町の地球温暖化防止計画の現況と

今後の対応について

6　米山俊孝議員（20ページ）
　・第5次総合計画を見据え基本的な理念は
　・今後の運営の方向を検討されてい

る社会資本について「稼ぐ運営」
の観点から町長の考えは

7　菅沼一弘議員（21ページ）
　・町民が健康で暮らすためには

8　黒澤哲郎議員（22ページ）
　・国民健康保険の運営について
　・できる政策、事業が行われないの

はなぜか

モ
ニ
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ス
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住
民
の
地
域
づ
く
り
力
を
高
め
る
支
援
を

第
５
次
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い

問答

加加加加加加賀賀賀賀賀賀田田田田田田亮亮亮亮亮亮 議議議議議議加賀田亮議員員員員員員員

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
・
協
働

の
主
役
・
担
い
手
は
住
民
自

身
で
あ
る
。
先
進
的
な
地
域

も
あ
れ
ば
、
道
半
ば
の
地
域

も
あ
る
。そ
れ
は「
住
民
力
」

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
・
協

働
の
遂
行
に
際
し
、
行
政
は

住
民
に
何
を
期
待
し
て
い
る

の
か
。

（
町
長
）
住
民
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
動
き
は
重
要
で
あ

る
。
第
５
次
総
合
計
画
に

も
協
働
の
精
神
は
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
る
。
行
政
は
住

民
の
自
主
的
な
動
き
を
支
援

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

し
情
報
を
収
集
す
る
。

（
問
）「
住
民
力
」
に
は
次
の

３
つ
の
要
素
が
不
可
欠
だ
。

地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
い

と
い
う
熱
意
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
も
っ
て
自
己
犠
牲
と

自
発
的
行
動
に
つ
な
げ
る
思

想
、
改
善
に
向
け
て
適
切
に

情
報
を
分
析
し
処
理
で
き
る

高
い
民
度
、
で
あ
る
。
昨
今

町
の
審
議
会
・
協
議
会
・
検

討
会
の
新
規
開
設
が
や
や
多

す
ぎ
る
感
が
あ
る
。
こ
れ
ら

町
長
の
私
的
諮
問
機
関
に
お

い
て
有
意
な
答
申
を
得
る
に

は
、
構
成
員
の
高
い
住
民
力

が
求
め
ら
れ
る
。
次
々
と
設

置
さ
れ
る
私
的
諮
問
機
関

は
、
町
長
に
と
っ
て
有
効
に

機
能
し
て
い
る
か
。ま
た
、

十
分
に
機
能
し
て
い
る
諮
問

機
関
は
、
条
例
に
よ
っ
て
付

属
機
関
へ
格
上
げ
す
べ
き
で

は
。

（
町
長
）
私
的
諮
問
機
関
が

必
要
な
事
案
が
昨
今
多
く

な
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。

諮
問
機
関
の
協
議
の
な
か

で
、
一
部
の
声
の
大
き
い

意
見
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
る
。

（
問
）
町
長
が
毅
然
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
れ

ば
、
私
的
諮
問
機
関
の
頻

発
は
必
要
な
い
の
で
は
。
精

緻
で
綿
密
な
施
政
方
針
を
示

し
、
住
民
に
必
要
十
分
な
説

明
と
理
解
を
求
め
る
、
と
い

う
流
れ
が
公
選
首
長
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

（
町
長
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
十
分
検
討
す

る
。

（
問
）
地
域
固
有
の
事
情
を

背
景
に
持
つ
自
治
会
な
ど
の

団
体
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
単
位
に
な
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
住
民
力
を
高

め
る
た
め
に
行
政
は
何
を
す

べ
き
か
。
現
状
行
政
と
地
域

団
体
は
必
要
以
上
に
緊
密
の

感
が
あ
る
。
彼
ら
の
自
立
を

促
し
住
民
力
向
上
の
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
の
距
離
感
と

継
続
的
な
育
成
施
策
が
必
要

な
の
で
は
。

（
町
長
）
第
５
次
総
合
計
画

に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
る
。

住
民
力
の
育
成
は
大
き
な
課

題
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

（
提
案
）
町
政
の
あ
ら
ゆ
る

課
題
を
協
議
し
、
恒
久
的
に

機
能
・
存
在
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
「
総
合
住
民
会

議
」
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

事
案
ご
と
に
諮
問
機
関
を

設
置
・
解
散
を
繰
り
返
す

の
で
は
な
く
、
町
の
あ
ら
ゆ

る
課
題
を「
総
合
住
民
会

議
」に
付
託
し
答
申
を
求
め

る
。
入
替
自
由
な
メ
ン
バ
ー

構
成
と
し
、
多
種
多
様
な
事

案
を
並
行
継
続
し
て
協
議
す

る
こ
と
で
民
度
・
住
民
力
の

向
上
も
期
待
で
き
る
。

新しいまちづくり市民会議 岩手県陸前高田市

鴻巣市まちづくり市民会議 埼玉県鴻巣市

きたもと市民会議 埼玉県北本市

高知市民会議 高知県高知市

協働まちづくり市民会議 石川県野々市市

市民協働まちづくり会議 青森県むつ市

江南市まちづくり会議 愛知県江南市

小名浜まちづくり市民会議 福島県いわき市

多種多様の課題を
協議する住民会議の例

濃厚な協議や討論が、民度や住民力を高める

いずれも長年継続され、高い実効性が期待できる
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熊熊熊熊熊熊谷谷谷谷谷谷宗宗宗宗宗宗明明明明明明 議議議議議議熊谷宗明議員員員員員員員

T
P
P
に
勝
ち
抜
く
戦
略
を

付
加
価
値
化
・
６
次
産
業
化
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問答

（
問
）
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー

プ
の
発
表
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
っ
て
生
産
額
は
年
間

３
９
２
億
円
減
少
し
、
リ

ン
ゴ
に
お
い
て
は
４
割
超
の

１
１
６
億
円
が
減
少
す
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。
果
汁
の

需
要
が
無
く
な
る
と
規
格
外

品
な
ど
が
売
れ
な
く
な
り
、

事
態
は
一
層
深
刻
に
な
る
。

こ
う
し
た
影
響
に
つ
い
て
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

（
町
長
）
影
響
か
ら
農
業
を

守
っ
て
い
く
が
、グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
築
い
て
い
く
な
か

で
日
本
が
四
面
楚
歌
に
な
る

わ
け
に
も
い
か
な
い
。全
国

一
律
で
な
く
、中
山
間
地
が

生
き
残
れ
る
き
め
細
や
か
な

政
策
を
打
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
問
）
伊
那
谷
の
急
峻
な
地

形
で
の
規
模
拡
大
は
非
常
に

難
し
い
。
ま
た
輸
出
拡
大
に

お
い
て
も
検
疫
な
ど
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
家
族
労
働
主

体
の
経
営
で
一
生
懸
命
汗
を

流
し
て
い
る
農
家
に
と
っ
て

先
行
き
に
「
あ
き
ら
め
感
」

も
に
じ
ん
で
き
て
い
る
。
希

望
が
持
て
担
い
手
が
残
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
勝
ち
抜
く
戦
略
を
打

（
問
）
山
の
日
が
８
月
１１
日

に
制
定
さ
れ
、
山
の
魅
力
や

価
値
を
国
内
外
に
広
く
発
信

す
る
年
と
な
る
。
南
ア
ル
プ

ス
か
ら
陽
が
昇
り
、
中
央
ア

ル
プ
ス
に
沈
む
こ
の
美
し
い

伊
那
谷
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
誰
も
が
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。
中
学
校
の
西
駒
登
山

が
中
止
に
な
っ
て
悲
し
い
と

の
声
も
多
い
。
そ
こ
で
登
山

道
の
整
備
な
ど
で
愛
着
の
強

い
烏
帽
子
岳
に
親
子
で
登

り
、
山
の
素
晴
し
さ
を
体
感

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
松
川
町
ふ
る
さ
と
登

山
」
と
銘
打
ち
取
り
組
ん
だ

ら
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
山
岳
観

かつてない市場開放を懸念する（オーストラリア産ふじ）

光
は
引
き
続
き
力
を
注
い
で

い
き
た
い
。
住
民
が
地
域
の

宝
を
再
発
見
し
て
発
信
し
て

い
く
ベ
ー
ス
と
な
る
の
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
含
め

検
討
す
る
。

子どもたちの心に山のすばらしさを

親
子
で
楽
し
む「
松
川
町
ふ
る
さ
と
登
山
」を

地
域
の
宝
を
発
信
す
る
基
と
す
る

問答
つ
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
付

加
価
値
化
、
６
次
産
業
化
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

（
問
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は

食
料
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・

保
険
な
ど
に
も
影
響
す
る
と

の
懸
念
が
大
き
い
。
経
済
優

先
の
社
会
で
は
格
差
が
広
が

り
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
や

地
域
の
絆
が
解
体
へ
と
進
む

と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
広
い
分
野
に
つ
い

て
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
国
と
し
て
成
り
立
つ

方
向
で
大
い
に
国
会
の
な
か

で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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外
貨
を
稼
ぐ
政
策
は

観
光
交
流
人
口
増
だ

問答

坂坂坂坂坂坂本本本本本本勇勇勇勇勇勇治治治治治治 議議議議議議坂本勇治議員員員員員員員

（
問
）
こ
れ
か
ら
は
、
地
産

地
消
を
地
消
地
産
に
替
え
て

外
貨
を
稼
ぎ
、
地
域
で
お
金

を
循
環
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
の
政
策
と
思
い
は
。

（
町
長
）
交
流
人
口
を
増
や

し
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

思
い
か
ら
、一
期
目
の
最
初

に
産
業
振
興
課
を
産
業
観

光
課
に
変
え
て
き
た
。人
、

物
、お
金
が
動
く
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
な
る
と
考
え
、

情
報
の
発
信
に
も
力
を
入
れ

て
き
た
。友
好
姉
妹
都
市
も

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。第
５

次
総
合
計
画
や
次
年
度
に
向

け
て
、人
口
の
急
減
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
形
を
考
え
て
い
る
。

地
域
で
経
済
の
循
環
を
は
か

る
た
め
に
、リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
や
出
産
祝
い
金
、結
婚
祝

い
金
な
ど
で
地
域
通
貨

（
マ
ー
く
ん
カ
ー
ド
）を
使
っ

て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
、地
域

通
貨
を
よ
り
広
く
使
え
る
場

面
を
増
や
し
て
い
く
。

（
問
）
情
報
の
共
有
や
経
費
の

削
減
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運

営
に
も
、
必
要
不
可
欠
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
全
国
的

に
も
普
及
が
進
み
、
近
隣
町

村
で
も
す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
な
か
で
、
幾
度
と
な

く
要
望
や
提
案
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
す

ら
し
て
い
な
い
の
は
世
の
中

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
流
れ
の
な
か

非
常
に
残
念
だ
。
庁
舎
内
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

庁
舎
内
で
は
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
と
リ
ー
ム
ス
２１
を
導
入
し

交流人口増に繋がりを期待する。賑わうふじまつり

１年間の主な議会資料。ペーパーレス化が進めば半分以下に

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

今
は
ま
だ
研
究
し
て
い
な
い

問答

（
問
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
活
用
し

て
行
く
た
め
に
は
、
数
字
目

標
が
非
常
に
大
事
だ
。
町
の

施
設
を
活
用
し
、
利
益
を
想

定
し
た
交
流
人
口
や
、
外
貨

獲
得
目
標
、
税
収
の
目
標

数
字
は
示
せ
る
か
。

（
町
長
）
総
合
戦
略
や
第
５

次
総
合
計
画
で
は
数
字
も
入

れ
て
目
標
を
立
て
て
い
る
。

決
定
し
て
い
な
い
た
め
今
は

答
弁
を
控
え
る
。
町
の
施
設

を
使
っ
た
外
貨
獲
得
に
つ
い

て
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

※
地
産
地
消
＝
地
域
に
あ
る
物

を
、
地
域
で
消
費
し
て
行
く

こ
と

※
地
消
地
産
＝
地
域
に
あ
る
物

を
、
外
か
ら
来
て
消
費
し
て

も
ら
う
こ
と

※

※
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
＝
組
織
や

集
団
の
内
部
で
情
報
を
共
有

し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア

※
リ
ー
ム
ス
＝
珂
電
算
の
主
力

商
品
で
あ
る
総
合
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム

※

※

※

て
い
る
。
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保
護
者
の
声
が
教
育
行
政
に
届
く
か

５
つ
の
大
き
な
括
り
で
捉
え
て
検
討
し
て
い
く

く
く

問答

森森森森森森谷谷谷谷谷谷岩岩岩岩岩岩夫夫夫夫夫夫 議議議議議議森谷岩夫議員員員員員員員

（
問
）
６
月
に
実
施
さ
れ
た

小
中
学
校
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
は
７
４
０
人
の
関
係

者
が
お
ら
れ
る
な
か
、
８１
％

の
保
護
者
が
回
答
を
寄
せ
て

い
る
。
や
は
り
教
育
に
熱
心

な
保
護
者
が
多
い
と
い
う
こ

と
と
、
町
の
教
育
施
策
に
つ

い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
思
う
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
今
後
の
参
考
に
し
て
い

く
か
。

（
町
長
）
教
育
分
野
が
地
域

の
な
か
で
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。
人
材
の
育
成

こ
そ
が
大
切
だ
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
。
こ
の
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）
ア
ン
ケ
ー
ト
は

教
育
行
政
の
評
価
、
そ
れ
と

学
校
教
育
の
評
価
と
い
う
こ

と
で
実
施
し
た
。
自
己
点
検

や
自
己
評
価
だ
け
で
な
く
、

外
部
評
価
を
入
れ
た
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
①
安
心

し
て
学
校
に
通
え
る
体
制
づ

く
り
②
基
礎
学
力
の
充
実
③

教
職
員
と
子
ど
も
と
の
関
係

④
子
ど
も
た
ち
の
地
域
社
会

の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
。

自
由
記
述
の
ご
意
見
が
１
０指導者不足による廃部の危機もある

０
件
余
あ
っ
た
が
５
点
に

絞
っ
て
検
討
し
て
い
く
。
①

基
礎
学
力
と
家
庭
学
習
の
あ

り
方
②
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
取

り
組
み
③
部
活
動
の
あ
り
方

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
へ
の
対
応
⑤
学
校
施
設
の

改
修
だ
。

（
問
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問

で
一
番
関
心
が
あ
る
こ
と
は

「
学
力
の
状
態
」
と
い
う
保

護
者
が
８０
％
い
た
。
義
務
教

育
の
段
階
で
あ
る
か
ら
こ
そ

私
も
こ
の
こ
と
が
一
番
重
要

だ
と
考
え
る
。
松
川
の
子
ど

も
た
ち
は
ど
の
程
度
か
。

（
教
育
長
）
昨
年
度
か
ら
全

国
学
力
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。小

６
と
中
３
の
国
語
と
算
数
・

数
学
の
２
科
目
だ
。国
語
は

全
国
平
均
を
上
回
る
が
算
数

や
数
学
は
や
は
り
弱
い
。
残

り
の
学
年
は
Ｎ
Ｒ
Ｔ
検
査
と

い
う
学
力
検
査
を
用
い
て
把

握
し
て
い
る
。小
学
校
の
低

学
年
で
は
全
国
を
上
回
る
が
、

中
学
年
に
な
る
と
ち
ょ
っ
と

下
回
る
結
果
だ
。特
に
算
数

が
顕
著
で
、指
導
の
工
夫
や
教

員
の
配
置
な
ど
で
施
策
の
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
松
川
は
ス
ポ
ー
ツ
の

部
活
動
が
盛
ん
だ
が
、義
務

教
育
で
の
部
活
動
は
ど
の
く

ら
い
の
比
重
が
良
い
と
考
え

て
い
る
か
。
部
活
動
と
社
会

体
育
の
関
係
は
ど
う
か
。ま
た

ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で
な
く
文

化
系
の
部
活
動
に
も
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
部
活
動
は
学
習

指
導
要
綱
の
な
か
で
も
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。向
上
心
や
克

己
心
、忍
耐
力
を
養
う
場
と
の

位
置
づ
け
だ
。
学
校
の
勉
強

と
部
活
動
が
２
本
の
大
き
な

柱
と
考
え
、人
間
形
成
に
も
大

き
な
役
割
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。
社
会
体
育
と
の

関
連
は
以
前
か
ら
の
課
題
だ
。

生
徒
の
生
活
リ
ズ
ム
に
配
慮

し
た
活
動
時
間
や
内
容
の
設

定
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
運
営

委
員
会
で
協
議
を
深
め
て
い

く
。
文
化
系
の
部
活
動
は
、文

化
協
会
の
皆
さ
ま
の
力
も
お

借
り
し
て
生
徒
の
指
導
が
で

き
る
場
も
考
え
て
い
き
た
い
。

ホタルにかける地域住民と北小児童の絆
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
後
の
対
応
は

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く

問答

橋橋橋橋橋橋本本本本本本喜喜喜喜喜喜治治治治治治 議議議議議議橋本喜治議員員員員員員員

（
問
）
生
活
保
護
に
至
る
前

の
段
階
で
自
立
支
援
策
の
強

化
を
図
る
た
め
に
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
平
成

２７
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

（
町
長
）
行
政
は
、
困
っ
て

い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
て

い
く
の
が
政
策
で
あ
り
、
線

引
せ
ざ
る
を
得
な
い
難
し
い

問
題
で
あ
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
県
の
委

託
を
受
け
た
「
生
活
就
労
セ

ン
タ
ー
飯
田
」
が
取
り
扱
っ

て
い
る
。
当
町
で
は
保
健
福

祉
課
が
「
一
次
窓
口
」
を
持

ち
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
連
携

を
取
っ
て
い
る
が
、
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
児
童
委

員
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

（
問
）
全
世
帯
に
制
度
内
容

の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

（
保
健
福
祉
課
長
）「
広
報

誌
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

周
知
す
る
。

（
問
）
課
題
解
決
策
に
は
、

地
域
と
の
協
力
体
制
が
必
要

に
な
る
の
で
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
個
別
支

援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
づ

く
り
の
考
え
で
、
社
会
福
祉

協

議

会
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
新
た
に
配
置
し
、
自

立
相
談
機
関
と
連
携
し
推
進

を
図
る
。

（
問
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
体
制
を
図
り
な
が

ら
、
結
果
を
毎
年
度
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
で
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
そ

の
対
応
は
。

（
環
境
水
道
課
長
）
取
り
ま

と
め
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
公
表
し
な
か
っ
た
の

は
事
実
。
早
急
に
立
て
直
し

を
図
り
進
め
て
い
く
。

（
問
）
町
民
、
事
業
所
に
協

力
を
得
る
に
は
、
率
先
し
た

行
政
の
指
導
が
必
要
で
は
。

（
環
境
水
道
課
長
）
行
政
で

取
り
組
ん
で
い
る
各
種
事
業

を
、
学
習
や
啓
発
活
動
に
生

か
す
と
と
も
に
、
町
の
実
行

計
画
を
再
機
能
し
て
町
民
・

事
業
所
へ
意
識
の
啓
発
、
高

揚
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に

関
す
る
研
究
も
す
る
考
え
で

あ
る
。

（
町
長
）
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ

新制度発足で期待される社会福祉協議会

れ
た
片
桐
ダ
ム
水
源
利
用
に

関
す
る
県
の
水
力
発
電
事
業

は
、
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
が
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
町
で
も「
地
球
温
暖
化

防
止
月
間
」を
設
け
普
及
啓

発
な
ど
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
貴
重
な

意
見
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１
を
受
け

た
国
の
対
応
に
も
、
注
視
し

な
が
ら
対
策
を
進
め
る
。公表を見極めたい町役場地球温暖化防止実行計画書

役
場
庁
舎
の
温
暖
化
防
止
計
画
結
果
の
公
表
は

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
。
早
急
に
立
て
直
し
を
計
る

問答

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＝

計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
手
法

※
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１
＝

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
２１
回

締
約
国
会
議

２
０
２
０
年

度
以
降
の
新
し
い
温
暖
化
対

策
の
枠
組
み
採
択

※

※
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第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
的
な
理
念
は

し
っ
か
り
と
し
た
政
策
で
人
口
急
減
を
止
め
て
い
き
た
い

問答

米米米米米米山山山山山山俊俊俊俊俊俊孝孝孝孝孝孝 議議議議議議米山俊孝議員員員員員員員

（
問
）
現
在
第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
中
で
も
あ
る
が
、

策
定
・
運
用
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
は
。
例
え
ば
人
口
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
、
人
口

減
少
に
よ
り
地
方
の
消
滅
が

叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
自
治

体
運
営
の
手
法
に
よ
っ
て
は

そ
の
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら

な
い
と
い
っ
た
論
評
も
あ
る
。

町
の
適
正
人
口
は
？
と
考
え

た
と
き
、
産
業
構
造
、
社
会

資
本
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
出
て
く
る
が
、
そ
の

な
か
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、
行
政
を
企
業

経
営
と
み
な
せ
ば
積
極
的
な

経
営
計
画
の
立
案
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
縮
小
す
る
社
会
構
造
の

な
か
で
経
営
効
率
を
い
か
に

高
め
る
か
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
産
・
学
・
官
の

「
学
」
と
の
連
携
の
推
進
を

図
り
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源

を
補
う
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
平
成
３１
年
度
の
人

口
目
標
は
１
万
３
０
５
０

人
。
国
勢
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
見
直
し
が
あ
る
か

と
思
う
が
、
人
口
急
減
社
会

に
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
を

打
ち
、
急
減
社
会
を
止
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
学
」と
の
連
携
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
大
学
と
連
携
を
取
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
一

層
生
か
し
て
い
く
。
広
域
的

に
は
「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」

が
あ
る
が
、
松
川
町
は
松
川

町
の
な
か
で
推
進
を
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
東
小
、
青
年
の
家
な

ど
存
続
を
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
経
営
が
存
続

で
き
再
投
資
も
で
き
る
よ
う

な
経
営
計
画
を
立
案
で
き
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
要
望
を
考

慮
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の

考
え
は
。

（
町
長
）
検
討
中
で
確
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

東
小
・
梅
松
苑
・
青
年
の
家

に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
期

待
が
町
内
外
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
青
年
の
家
の
体

育
館
、
宿
泊
施
設
他
も
、
ス

ポ
ー
ツ
写
真
家
の
常
設
展
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
る
。
経

営
、
運
営
も
町
が
や
る
か
、

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
う
。

（
問
）
町
外
に
子
育
て
世
代

が
移
住
し
て
い
る
状
況
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
対
応
を

図
っ
て
い
く
か
考
え
は
。

（
町
長
）
松
川
町
の
町
長
と

熱がこもる地域づくり会議

し
て
松
川
町
に
住
ん
で
も
ら

う
の
だ
、
松
川
町
に
来
て
も

ら
い
た
い
、
こ
の
一
点
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

（
問
）
町
で
は
公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
経
費
を
稼
ぐ
取

り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。

（
町
長
）
町
長
と
し
て
稼
い

で
い
き
ま
す
と
い
う
答
弁
は

し
に
く
い
面
が
あ
る
が
、

し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
く
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

建
築
後
３０
年
が
経
過
し
て
い

る
施
設
は
、全
体
の
６
割
。
更

新
す
る
費
用
は
今
後
４０
年
間

で
３
２
９
億
円
の
試
算
で
、

公
共
施
設
な
ど
す
べ
て
の
新

設
は
無
理
と
思
う
。施
設
の
あ

り
方
は
地
元
と
十
分
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
。
稼
ぐ
こ
と

が
で
き
る
方
法
が
見
い
出
せ

れ
ば
有
効
だ
が
、行
政
だ
け

で
な
く
民
間
委
託
も
想
定
し

た
検
討
も
必
要
か
と
思
う
。

活用を期待、宗源原の旧国交省官舎

社
会
資
本
の
稼
ぐ
観
点
か
ら
の
考
え
方
は

し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
く

問答
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町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
帯
し
て
対
応

問答

菅菅菅菅菅菅沼沼沼沼沼沼一一一一一一弘弘弘弘弘弘 議議議議議議菅沼一弘議員員員員員員員

（
問
）
町
民
が
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
町
は

健
診
率
の
向
上
、
健
診
後
の

フ
ォ
ロ
ー
、
講
演
会
の
充
実

な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
そ
の

詳
細
は
。

（
町
長
）
町
民
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
最

も
大
事
と
考
え
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
健
康
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
特
定
健

診
事
業
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
一
人
で
も
多
く
に
受
診

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事

前
に
健
診
の
意
向
調
査
を
行

い
、
希
望
に
合
わ
せ
た
受
診

方
法
を
提
供
し
て
い
る
。
定

期
受
診
結
果
の
提
出
や
医
療

機
関
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど

を
行
い
、
受
診
率
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。
国
の
基
準
は

６０
％
だ
が
当
町
の
受
診
率
は

５５
％
に
及
ん
で
い
る
。
受
診

後
は
保
健
指
導
を
行
っ
て
お

り
、
重
症
化
の
予
防
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
と

し
て
健
診
結
果
の
個
別
説
明

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
治
会
で
の
健
康
学
習

会
や
学
習
グ
ル
ー
プ
へ
の
参

加
、
企
業
の
学
習
会
に
も
参

加
し
て
積
極
的
に
啓
蒙
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
健
康
づ
く
り
の
活
動
は

疾
病
の
重
症
化
予
防
、
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
今
後
も
一
層
の
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

（
問
）
認
知
症
の
早
期
発
見

や
予
防
に
つ
い
て
、
日
赤
病

院
で
は
対
応
チ
ー
ム
が
発
足

し
た
が
、
そ
の
活
動
内
容
の

詳
細
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
相
談
し

に
く
い
人
の
た
め
に
初
期
段

階
で
も
個
別
に
家
庭
へ
訪
問

し
集
中
支
援
を
行
う
。
認
知

症
の
地
域
支
援
推
進
員
や
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
協
力

し
な
が
ら
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
理
解
の
た
め
の
啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

（
問
）
認
知
症
の
場
合
は
家

庭
内
で
介
護
す
る
負
担
も
大

き
い
。
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
介
護
負

担
の
軽
減
は
重
要
な
課
題
と

し
て
検
討
し
て
い
る
。
認
知

症
の
予
防
も
重
要
だ
が
進
行

の
抑
制
に
も
力
を
入
れ
た

い
。
回
想
法
と
い
う
療
法
が

あ
り
、
過
去
の
懐
か
し
い
思

い
出
を
語
る
こ
と
で
脳
が
刺

激
さ
れ
リ
ハ
ビ
リ
効
果
に
つ

な
が
る
と
い
う
手
法
も
あ

る
。
町
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

（
問
）
認
知
症
が
原
因
し
て

患
者
が
他
者
に
危
害
や
損
害

を
加
え
る
よ
う
な
場
合
も
想

定
さ
れ
る
。
町
と
し
て
の
予

防
・
対
応
方
法
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
事
件
事

故
と
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す

環
境
作
り
が
重
要
と
考
え

る
。
事
前
の
予
防
策
と
し

て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
。
切
れ

目
の
な
い
ケ
ア
体
制
を
作
る

た
め
に
家
庭
、
事
業
所
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
困
っ
て
い
る
方
や
様

子
の
お
か
し
い
方
が
い
た

ら
、
気
に
か
け
る
、
声
を
か

け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
も
視
野
に
入
れ
た
事
業

推
進
を
図
り
た
い
。

早目に相談を（日赤病院内）

重症化を防ぐ手厚いフォロー体制

※
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
＝
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る

医
師
な
ど
の
専
門
家

※
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の
援
助
も
検
討
す
べ
き
。
地

元
就
職
者
は
返
済
免
除
の
取

り
組
み
な
ど
既
に
行
っ
て
い

る
町
も
あ
る
。
子
ど
も
の
成

長
は
待
っ
て
い
て
は
く
れ
な

い
。
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
て
い
る
。

黒黒黒黒黒黒澤澤澤澤澤澤哲哲哲哲哲哲黒澤哲郎郎郎郎郎郎郎 議議議議議議員員員員員員議員

厳
し
い
国
保
会
計
の
運
営
を
ど
う
考
え
る

認
識
し
て
指
針
も
立
て
た
、
財
政
・
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

問答

（
問
）
今
年
度
も
平
均
で
５
・

４
％
の
税
率
ア
ッ
プ
が
あ
っ

た
。
毎
年
税
率
を
上
げ
て
き

て
い
る
。
町
か
ら
の
支
援
、

繰
入
額
は
昨
年
並
み
。
こ
の

状
況
下
で
町
長
か
ら
の
発

言
、
説
明
は
今
年
度
一
回
も

さ
れ
て
い
な
い
。
就
任
当
時

は
極
力
上
げ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
述
べ
て
い
た
。
来
年

度
予
算
も
考
え
る
時
期
で
あ

る
。
毎
年
負
担
増
と
い
う
こ

の
厳
し
い
状
況
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
加
入
者
負
担

で
仕
方
な
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。

（
町
長
）
就
任
当
初
は
で
き

る
だ
け
上
げ
た
く
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
で
き
る
だ
け
上
昇
は
抑

え
て
い
き
た
い
、
し
か
し
な

が
ら
医
療
費
の
高
騰
や
高
齢

者
が
多
い
国
保
の
構
造
的
問

題
、
加
入
者
の
減
少
な
ど
、

運
営
指
針
は
立
て
た
も
の
の

な
か
な
か
そ
の
通
り
に
は
い

か
な
い
の
が
現
状
。
来
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
精
査
す
る
な
か

で
こ
れ
か
ら
判
断
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

（
要
望
）
国
保
加
入
世
帯
は

町
全
体
の
約
半
分
弱
、
加

入
者
数
は
３０
％
弱
で
あ
る
の

は
共
通
認
識
で
あ
る
が
、
そ

の
な
か
で
軽
減
措
置
を
受
け

て
い
る
割
合
は
６０
％
に
及

ぶ
。
つ
ま
り
通
常
負
担
で
納

税
し
て
い
る
人
は
４０
％
な
の

で
あ
る
。
こ
の
方
々
の
実
際

の
負
担
、
税
率
ア
ッ
プ
を
計

算
し
て
み
る
と
昨
年
度
比
１５

％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
５
年

間
で
の
最
高
上
昇
額
は
３４
万

（
問
）
今
ま
で
の
一
般
質
問

で
、
奨
学
金
制
度
改
革
と

子
ど
も
た
ち
の
地
元
就
職
活

動
支
援
に
よ
る
定
住
促
進
な

ど
を
提
言
し
た
が
、
町
長
か

ら
も
取
り
組
み
に
つ
い
て
確

認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
実
行
さ
れ

な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

（
教
育
長
）
奨
学
金
制
度
と

定
住
促
進
に
つ
い
て
研
究
を

す
る
な
か
で
、
大
き
な
課
題

が
あ
る
と
感
じ
な
が
ら
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
。
松
川
中
学

卒
今
年
２５
歳
の
方
々
、
中

学
時
１
７
３
人
、
現
在
町

内
在
住
８８
人
、
定
住
率

８８

５１

医療費削減に奮闘中

％
と
い
う
調
査
結
果
が
で

た
。
町
づ
く
り
政
策
課
と
も

協
議
を
し
て
進
め
て
い
く
。

（
要
望
）
３
万
円
の
奨
学
金

で
は
本
当
に
困
っ
て
い
る

方
々
を
救
え
な
い
。
入
学

金
、
授
業
料
な
ど
初
期
費
用

進路実現を目指して

で
き
る
政
策
や
事
業
が
な
ぜ
で
き
な
い

検
討
に
入
っ
て
い
る

問答
円
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
高

額
納
税
者
は
上
限
カ
ッ
ト
で

負
担
増
は
な
い
。
表
向
き
は

低
く
抑
え
ら
れ
た
税
率
ア
ッ

プ
に
見
え
る
が
、
所
得
の
増

減
を
考
慮
し
て
も
中
間
層
の

納
税
者
は
大
き
な
増
税
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
し
て
医
療
費
削
減
の

取
り
組
み
も
行
な
わ
れ
て
い

る
な
か
、
当
町
の
国
保
経
営

は
負
担
金
や
急
な
高
額
医
療

費
増
が
無
け
れ
ば
黒
字
経
営

で
あ
る
。
町
の
支
援
の
仕
組

み
と
し
て
、
そ
の
場
そ
の
場

の
対
応
で
な
く
、
外
的
要
因

の
負
担
金
増
と
予
測
で
き
な

い
高
額
医
療
費
増
の
部
分
に

つ
い
て
、
町
が
負
担
す
る
こ

と
で
安
定
し
た
運
営
が
で
き

る
と
考
え
る
。
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商
工
会
主
催
の
新
春
年
賀

会
が
各
界
の
代
表
者
が
集
い
、

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

本
年
は
農
協
理
事
を
は
じ

め
、
い
も
く
ら
ぶ
や
ワ
イ
ン

振
興
会
も
加
わ
り
、
乾
杯
も

地
元
ワ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
小

八
郎
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み

も
深
み
を
増
し
、
よ
り
広
が

り
を
感
じ
さ
せ
る
ホ
カ
ホ
カ

と
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

金
融
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
住
民
の
み
な

さ
ん
の
期
待
は
働
く
場
所
の

あ
る
こ
と
が
一
番
と
の
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

町
の
産
業
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
連
携
か
ら
融
合
へ
と
更
に

一
歩
踏
み
出
す
年
と
な
る
よ

う
に
願
う
も
の
で
す
。

（
熊
谷

宗
明
）

連
絡
先

議
会
事
務
局

３６－

７
０
２
０

編
集
委
員

委

員

長

加
賀
田

亮

副
委
員
長

森
谷

岩
夫

委

員

松
井

悦
子

同

米
山

俊
孝

同

熊
谷

宗
明

同

黒
澤

哲
郎

同

菅
沼

一
弘

あ
と
が
き

１
９
９
２
年
の
暮
れ
に
大
沢
北
部
の

土
地
を
購
入
し
て
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
友

人
の
力
を
借
り
て
建
て
て
、
１
９
９
５

年
４
月
に
八
王
子
か
ら
移
住
し
て
き
ま

し
た
。

き
れ
い
な
空
気
、
う
ま
い
水
、
素
晴

ら
し
い
風
景
、
お
い
し
い
果
物
な
ど
な

ど
に
感
激
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

八
王
子
に
い
た
時
か
ら
の
趣
味
の
燻
製

作
り
や
木
工
、
自
作
の
石
釜
で
の
ピ
ザ

作
り
等
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
知
り
合

い
も
で
き
ま
し
た
。
夫
婦
と
も
ど
も
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

気
が
つ
け
ば
移
住
し
て
き
て
は
や
二

十
年
が
過
ぎ
二
人
と
も
前
期
高
齢
者
、

最
近
は
年
寄
り
が
生
き
て
い
き
に
く
い

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
社
会

は
良
く
も
悪
く
も
高
齢
者
が
作
っ
て
き

ま
し
た
。
不
老
不
死
は
人
類
の
夢
だ
っ

た
の
は
は
る
か
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
せ
め
て
毎
日
が
不

安
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

し
た
い
も
の
で
す
し
、
松
川
町
も
そ
う

し
た
い
も
の
で
す
。

松
川
に
暮
ら
し
て
し
て
二
十
年
が
過

ぎ
、
ま
わ
り
の
景
色
が
随
分
と
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
梨
畑
が
激
減
し
て
、
遊

休
農
地
が
増
え
、
移
住
し
た
こ
ろ
は
ほ

と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
か
っ
た
猿
や
猪

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
減
ら
す
電

気
柵
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
「
ビ
ッ
ク
リ

ポ
ン
」
で
す
。
そ
ん
な
世
の
中
を
作
っ

て
き
た
の
も
人
間
、
変
え
て
い
く
事
の

で
き
る
の
も
人
間
だ
と
思
う
の
で
希
望

を
持
っ
て
、
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

移
住
し
て
二
十
年
「
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン
」

大
沢
北
部

山
崎

武
夫
・
弘
子
夫
妻


